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生態系ネットワークの形成により期待されること

これまでの河川整備の取組み「多自然川づくり※」から、河川を基軸とした生態系ネットワークの形成へと取組みの視点を流域へ拡大し、農地

や緑地等における環境保全の取組みや市町村・NPO・企業・学校等の多様な主体と連携・協働して取組みを行うことで、地域の自然をより豊か

にするだけでなく、農産物品の環境ブランド化や地域の自然や歴史、文化を活かした観光の推進、環境

学習や地域への愛着の醸成等によって地域の活性化につながることが期待されます。

▼生態系ネットワークの形成により地域が活性化されるイメージ ※多自然川づくり

河川全体の自然の営みを

視野に入れ、地域の暮らし
や歴史・文化との調和にも
配慮し、河川が本来有して

いる生物の生息・生育・繁
殖環境及び多様な河川景
観を保全・創出するために、

河川管理を行うこと。

出典：多自然川づくり基本指針

（国土交通省）

出典：

国土交通省（2018）

「川からはじまる川から広がる 魅力

ある地域づくり」
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河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の
生息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・創出するために、河川管理を行うこと

東北生態系ネットワーク形成の取組み

多自然川づくり

「川の中」の事業から「流域」連携へ

河川を基軸とした生態系ネットワーク

参考：国土交通省水管理・国土保全局河川環境課（2017年）川からはじまる川から広がる魅力ある地域づくり ～河川を基軸とした生態系ネットワークの形成～

地域ブランド
確立 観光振興

持続可能な地域の実現地域の魅力向上

多様な主体との連携体制の構築が必要→推進協議会・検討委員会等の設置

堤外地
（川の中）

堤内地
（農地・池沼・

森林等）

地域づくり生息地づくり

河川から流域まで範囲を拡大した生態系ネットワークの形成を進めるには、多様な主体との連携が必要であることから、
協議会・委員会等を設け、調整や合意形成を図る
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東北生態系ネットワーク推進協議会

平成29年度～ 【事務局：東北地方整備局 河川部】

東北における、河川を基軸とした広域の生態系ネットワークの形成に資する取組みの協議
（１）水辺環境の保全・再生の方策、その成果を活かした持続可能な地域振興の方策、東北

の魅力や価値の向上
（２）東北全域を対象とする基本計画の検討・策定及び見直し
（３）代表流域等における取組み状況の把握、取組みの推進に関する助言、情報の提供及

び発信等の支援

STEP 1 連絡調整会議の設置
○検討委員会の設置に向けた、行政担当者間での情報・意見交換

STEP ２ 検討委員会の設置
○基本計画との整合を取りつつ、代表流域を対象とする生態系ネットワーク形成

に関する具体的な方策を整理した（仮称）生態系ネットワーク推進行動計画（行
動計画）を検討・策定。

○代表流域の検討スケール、環境特性を踏まえた取組みのシンボルとなる指標
種の選定。

○代表流域等における多様な主体との連携による取組情報の共有。
○行動計画に基づく具体的な取組みの推進・把握。

流域単位での検討体制案

モデル流域（代表流域）にて先行※氏名、役職は当時のもの



東北の直轄12水系における大型水鳥類の生息状況、生息環境の保全・再生に関する取組み状況、流域の主な自然・文化資

源、利活用状況などを踏まえて、岩木川水系 、北上川水系、鳴瀬川水系の３水系がモデル流域として抽出された

※北上川水系および鳴瀬川水系は隣接しており、流域に国内最大級のガン類の越冬
地を有することから、２水系を一体のものとして取り扱う。

• ガン類をはじめとした大型水鳥類の中継地。
• 流域の鶴田町では、タンチョウをシンボルとしたまちづくりを展開
• 流域に環境省選定の重要湿地（十三湖・岩木川（河口域）、津軽平野湖沼群）が存在。
• 岩木川は東北圏の水域では典型的な中小規模河川。

【北上川・鳴瀬川流域】

（北上川流域（宮城県内））

• 宮城県北地域は国内のマガン越冬数の約９割が生息する国内最大の大型水鳥類の
集団越冬地。

• 希少ガン類やコウノトリ等の大型水鳥類の確認記録が多い。

• 環境保護活動が活発（例：「日本雁を保護する会」「ふゆみずたんぼ（冬期湛水による
水稲栽培」）。

• 流域にラムサール条約登録湿地である伊豆沼・内沼、蕪栗沼・周辺水田、化女沼や、
環境省選定の重要湿地が存在。

• 東北地方を代表する大河川である。

（鳴瀬川流域）

• 北上川流域と大型水鳥類が行き来している。

• 環境省選定の重要湿地である旧品井沼周辺ため池群等、良好な湿地環境を有する。

岩木川水系

北上川・
鳴瀬川
水系
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モデル流域（H30当時：代表流域）の抽出

【岩木川流域】

タンチョウ分散行動
計画(環境省)

岩木川流域

北上川流域
（宮城県内）
鳴瀬川流域

北上川流域
（岩手県内）
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平
成
29
年
度

東北生態系ネットワーク推進協議会

第１回東北生態系ネットワーク推進協議会
・国内事例の共有、話題提供、今後の進め方

第２回東北生態系ネットワーク推進協議会
・東北生態系ネットワーク推進基本計画（案）
・モデル地域の推進行動計画枠組み（案）

平
成
30
年
度

第３回東北生態系ネットワーク推進協議会
・基本計画案を承認

モデル流域の取組み

取組機運の醸成を目的とした講演会の開催

平成29年12月14日

平成30年2月27日

岩木川流域

取組機運の醸成を目的とした講演会の開催

北上川・鳴瀬川流域

平成30年3月10日

平成30年11月26日

令
和
元
年
度

平成31年2月3日

東北生態系ネットワーク推進基本計画の策定

北上川・鳴瀬川流域

北上川・鳴瀬川流域岩木川流域

岩木川流域

第1回 連絡調整会議
・行政担当者による検討委員会の設立に向けた協議

自然環境のポテンシャルが高い岩木川流域、北上川・鳴瀬川流域を、先行して取組みを行う流域を
モデル地域として選定

第2回 連絡調整会議
・行政担当者による生息地づくり・地域振興の取組みに関わる情報整理

平成31年1月10日平成31年1月16日

平成31年3月11日平成31年3月5日

第3回 連絡調整会議
・行政担当者による検討委員会の設立に

向けた協議

令和元年11月25日岩木川流域

令
和
２
年
度

第１回 検討委員会
・検討委員会の設立

・設立趣旨、規約の承認

岩木川流域 令和3年1月22日

※ 新型コロナ感染症の影響により、
推進協議会は開催せず、メールに
て各委員へ検討委員会の取り組み
の状況報告を実施。

東北生態系ネットワーク推進協議会の経過①

令和元年10月、東日本台風

で鳴瀬川水系吉田川が破
堤等による大きな被害を受
けたことから、連絡調整会
議を一時中断
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東北生態系ネットワーク推進協議会の経過②

令
和
３
年
度

第4回東北生態系ネットワーク推進協議会
・検討委員会の取組み状況の把握
・必要な助言等

岩木川流域

令
和
４
年
度

第１回 ワーキンググループ開始
・スタートアップメンバーによる立ち上げ
・流域の地域社会現状・住民感情や対外イメー

ジ等の情報の共有。

川でイベント試行（予定）
・地域の子供達などを対象に、生物の生活史・防

災・歴史文化等をキーワードとしてイベント試行し
各団体の連携について実証検証を行う。

第３回 検討委員会
・目標の設定検討 ・目標達成のための取組検討

第２回 ワーキンググループ
・実践的な活動を各関連団体と、継続して行って

いくための連携方法の模索。

岩木川流域

岩木川流域

東北生態系ネットワーク推進協議会委員への報告
・岩木川流域 ワーキンググループの報告
・北上川・鳴瀬川流域の委員選定の報告

第３回～ ワーキンググループ
・各関連団体と連携して行う環境保全と地域振興

策の内容を、行動計画に纏める段階としていく。

岩木川流域

第２回 検討委員会

・令和3年度の活動報告など

令和３年12月16日

令和４年２月８日

令和４年３月２４日

令和2年9月～令和4年10月

まで、大崎市と（一社）東北
地域づくり協会による共同
研究「大崎市水害に強いま
ちづくり」が実施。

令和4年9月に令和元年東

日本台風を踏まえた鳴瀬川
水系河川整備計画変更を
実施。

治水対策の方向性が整理さ
れつつあることから、調整を
再開。

第3回 連絡調整会議（予定）
・行政担当者による検討委員会の設立に

向けた協議

北上川・鳴瀬川流域令
和
５
年
度

令和4年7月洪水にて、鳴瀬

川水系名蓋川が破堤等に
よる被害を受けたことから、
連絡調整会議の中断継続。

令和4年8月洪水にて、岩木川で被害を

受けたことから、予定していたイベント等
を中止。

第５回東北生態系ネットワーク推進協議会
・検討委員会の取組み状況の把握
・必要な助言等 （予定）

東北生態系ネットワーク推進協議会 モデル流域の取組み
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東北生態系ネットワーク推進基本計画

計画の趣旨

○東北地方の国直轄一級河川の流域における、河川を基
軸とした生態系ネットワーク形成の取組みの基本方針、
目標、取組みの推進体制についてまとめたもの。

○今後、各河川の流域において、河川を基軸とした生態系
ネットワーク形成の取組みを検討・推進する際の基本的
な考え方や取組みの方向性の参考となるもの。

計画書の構成

第１章 生態系ネットワークについて

第２章 計画の位置付け等

第３章 東北の河川流域の現状と課題

第４章 基本理念と基本方針

第５章 生態系ネットワーク形成に関する指標の設定

第６章 目標設定

第７章 生態系ネットワークの形成に向けた取組み

第８章 推進体制

参考資料

※．平成30年11月26日 第3回東北生態系ネットワーク推進協議会にて策定

第４章 基本理念と基本方針

基本理念

川から広げる、自然のめぐみを活かした人と生きものに選
ばれる地域の実現

－ みちのくの川が育む、いのちの輪 －

〇取組みの方向性を関係者が共有するために基本理念
を設定。

基本方針

○生態系ネットワークの基盤となる水辺の保全・再生
…水辺の保全・再生に関すること

○良好な水辺を活かした流域の魅力・価値の向上
…地域振興に関すること

基本方針 １

基本方針 ２

〇柱となる取組みを基本方針として設定。



第１回 東北生態系ネットワーク推進協議会

［日 時］平成29年12月14日（木）13：00～15：00

［会 場］ＴＫＰガーデンシティ仙台勾当台 ホール１（仙台市青葉区）

［出席者］約50名（学識経験者、連携自治体首長（つがる市、大崎市）、関係機関･企業等、

関係行政機関（東北農政局、東北地方環境事務所、東北地方整備局、青森県･岩手県･

宮城県の土木･農林･環境部署、報道機関 等）※委員(14名)、オブザーバー、報道機関、一般傍聴含む

［事務局］東北地方整備局 河川環境課、（公財）日本生態系協会

東北の河川を基軸とした広域の生態系ネットワーク形成に向けて、河川流域の多様な
主体との連携・協働する第１回「東北生態系ネットワーク推進協議会」を設立

協議会の開催風景

協議会の概要

冒頭に、座長の宮原育子氏より、「本協議会を、行政区分や産業分野の垣根を越えて、鳥や生きものの視点から環境や地域振興を考
える場としたい」旨のご挨拶をいただいた。

事務局から、国内及び東北における河川を基軸とした生態系ネットワークの形成状況の報告を行い、呉地委員から、大型水鳥類等か
ら見た東北の環境ポテンシャルと、豊かな自然を活かした地域振興のあり方についての話題提供をいただいたのち、ご出席の委員によ
る意見交換を行った。

平成２９年度内は、東北全域を対象とした生態系ネットワーク形成の基本計画（案）を策定し、代表流域（岩木川流域、北上川・鳴瀬川
流域の２地域）における行動計画の枠組みを検討することが決まった。

各委員の主なご発言

東北の豊かな自然を次世代に継承することが魅力ある地域づくり、ひいては観光客の誘致等につながる。
生態系ネットワークの取組みとして東北は後発だが、国内最大のマガンの越冬地を有する等、各地に豊かな自然環境があり、協議会設
置を契機にそれを活かした地域振興のチャンスが生まれる。
これまであまり接点のなかった分野・業界が、生態系ネットワークの形成及びその成果を活かした地域振興を目的に集まった意義は大
きい。今後の取組みに期待したい。

平成29年度



東北全域を対象とした、河川を基軸とする生態系ネットワークのマスタープラン「東北生態系ネットワーク基本計画」及び、流域における生態系ネッ
トワークの取組み方策を整理したアクションプラン「行動計画」の枠組みについてご議論をいただいた。

代表地域の1つである北上川・鳴瀬川流域の水辺環
境の現状や、地域の自然資源を活かした六次産業
化の取組みを視察

［日時］平成30年2月27日(火) 12：15～15：10

［場所］宮城県北部地域（伊豆沼、蕪栗沼ほか）

［出席者］26名（東北生態系ネットワーク推進協議会
の委員11名、オブザーバー・事務局15名）

東北における、多様な主体との連携による河川を基軸とした広域の生態系ネットワーク形成に向けて第２回「東北生態系ネットワーク
推進協議会」及び現地視察会を平成３０年２月27日（火）に宮城県大崎市内等で開催。

伊豆沼（栗原市）
宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセ
ンターにて、沼の生態系回復の取組み
等について説明を受けた。

現地視察会の概要

第２回協議会の概要

蕪栗沼（大崎市）
ガン類等の大型水鳥類の飛来状況や、
蕪栗沼をテーマとした環境教育プログ
ラムや人材育成の取組み等について
説明を受けた。

六次産業化の取組み（登米市）
有限会社伊豆沼農産（登米市）において、
伊豆沼のススキから採取した乳酸菌を活
用したサラミ、ハスの成分を活用した化粧
品の開発等について説明を受けた。

［日時］平成30年2月27日(火) 15：30～17：30

［場所］宮城県大崎合同庁舎 １階大会議室
（宮城県大崎市古川旭4丁目1-1）

［出席者］37名（東北生態系ネットワーク推進協議会の
委員12名、オブザーバー・事務局等15名）
※一般傍聴、マスコミ取材はなし。

［主な議事］

東北生態系ネットワーク推進基本計画（案）について

推進行動計画枠組み（案）について

今後の進め方

開催風景

［主なご意見等］

多様な主体との連携を図る上で、取組みに参画するそれぞれの主体に「自分（たち）に何が
できるのか、どう関われるのか」を示していくことが大切。

自然を守るだけでなく、豊かな自然がもたらす恵みを上手に活かす知恵を皆が出し合い、実
践していくような取組みができると良い。

基本計画では、目標が達成できたらそこで取組みが終わるのではなく、地域をより良くしていく
ために、将来に向かって取組みを継続していくことが伝わるような表現にしてはどうか。

多様な主体がそれぞれの役割を担いながら、東北全域の生態系ネットワーク形成に向けて
一丸となるための目標を、キャッチフレーズのような形で示してはどうか。

各流域における取組みのシンボルとなる生きものは大型水鳥類以外に、地域の生態系を指
標し、地域で愛着のあるものを選定する視点が大切。

第２回 東北生態系ネットワーク推進協議会平成29年度



講演会「人と自然が共生する岩木川に向けて」

［日 時］平成30年3月10日（土）13：00～16：30

［会 場］イオンモールつがる柏 2階 イオンホール（青森県つがる市）

［主 催］東北生態系ネットワーク推進協議会

［参加者］142名 ※定員（100名）を上回る参加

岩木川流域における河川を基軸とした生態系ネットワーク形成に向けて、流域の多様な
主体との連携のきっかけづくりとして開催。

講演会の開催風景

当日のプログラム

取組紹介（8分）
「河川を基軸とした生態系ネットワークについて」
国土交通省 東北地方整備局 河川環境課

基調講演 （40分）
「コウノトリと共に生きる ～コウノトリ野生復帰の取組み～」
石田敦史 氏（兵庫県豊岡市 コウノトリ共生課 課長）

話題提供（30分）
「岩木川流域の自然と魅力」
東 信行 氏（弘前大学 農学生命科学部 教授）

岩木川流域の取組報告（5事例、各15分）
「つがる市内で確認された希少植物について」

山岸洋貴 氏（弘前大学 白神自然環境研究所 助教）

「五所川原農林高校の取組み」
青森県立五所川原農林高等学校

「フクロウと共存するリンゴ園の取組み」
ムラノ千恵 氏（岩手大学大学院連合農学研究科）

「岩木川の自然を活かしたエコツーリズム」
高田敏幸 氏（岩木山自然学校 代表）

「岩木川流域の地域づくりの取組み」
藤崎浩幸 氏（弘前大学 農学生命科学部 教授）

質疑応答（約15分）

石田敦史 氏

基調講演

東 信行 氏

話題提供

岩木川流域の取組報告 （5事例）

山岸 洋貴 氏 五所川原農林高校
※生徒3名で発表

ムラノ千恵 氏

高田敏幸 氏 藤崎浩幸 氏

質疑応答

参加者から多くの質問が寄せられ、
盛り上がりました。

○コウノトリもすめるまちを目指すこと
は、結果的に、私たちの生活や産
業の基盤となる豊かな環境を取り
戻すことにつながる。

○環境を良くする行動は経済も活性
化させる。そのことを皆が共有でき
るよう「豊岡市環境経済戦略」にま
とめた。

○岩木川流域には様々な生きものが
暮らす豊かな環境が、食文化や産
業との関わりの中で現存している。

○流域の視点から地域の環境やそこ
にすむ生きものを見つめてく中で、
持続的に得られる自然の恵みをど
う活かすかを考える工夫が求めら
れる。

○国内2例目となる
ガシャモクの自生
地がつがる市内
で発見された。

○今後、環境省との
連携による定期
的な調査が実施
される予定。

○校内のビオトープで
流域の希少動植物
を保護・増殖。

○流域の動植物等の
継続的な観察に取り
組みたい。

○県内のリンゴ農家に
とってハタネズミは頭
の痛い存在だが、生
態系を支える重要な
種でもある。

○ハタネズミを捕食す
るフクロウは農家のみ
ならず、多くの市民に
も魅力ある生きもの。

○流域にはマタギの
文化や、祭りなど
、魅力ある地域
資源が多い。岩
木川そのものが
魅力ある存在。

○ツアーを通じて地
域の魅力を継続
して発信していき
たい。

○治水事業と農地
開発の蓄積が現
在の岩木川流域
を形成。

○農業と観光は他
に移転できない
産業であり、生態
系は農産物高付
加価値化の１つ。

平成29年度



第3回 東北生態系ネットワーク推進協議会

［日 時］平成30年11月26日（月）15：30～17：00

［会 場］ＴＫＰガーデンシティ仙台 ホール 30Ｂ（仙台市青葉区）

［出席者］約50名（学識経験者、連携自治体（つがる市、大崎市）、関係機関･企業等、

関係行政機関（東北農政局、東北地方環境事務所、東北地方整備局、青森県･岩手県･

宮城県の土木･農林･環境部署、報道機関 等）※委員(13名)、オブザーバー、報道機関含む

［事務局］東北地方整備局 河川部 河川環境課、（公財）日本生態系協会

第３回「東北生態系ネットワーク推進協議会」を開催し、東北全域を対象とした取組のマス
タープランとなる推進基本計画、今後の取組の進め方・推進体制について検討した。

協議会の概要

・東北生態系ネットワーク推進基本計画（案）について、概要及び事前に委員より頂いた
ご意見の反映に関する説明を事務局から行い、本推進基本計画が承認された。

・事務局より、国内及び東北における河川を基軸とした生態系ネットワーク形成に関する
取組の報告を行った後、連携自治体（つがる市、大崎市）、日本自動車連盟より、関
連する環境保全、農業・観光分野における地域振興の取組についてご紹介頂いた。

・代表流域として設定した岩木川流域、北上川・鳴瀬川流域における取組について、
流域の実情に沿った取組の推進母体となる検討委員会の設置や、流域における具体
的な取組のアウトプットとなる推進行動計画の策定など、進め方や方向性を確認した。

・今後の取組として、北上川・鳴瀬川流域における取組の機運醸成を図ることを目的と
した講演会開催や、平成31年度以降の流域域員会の設置等を予定。

各委員の主なご発言

・各河川事務所が主体となる事業であるので、河川事業との結びつきを意識した指標種
の選定や目標の設定をすることで、取組の輪が広がっていくのではないか。

・地域に根差した指標種を各流域に組み込んでいくことは重要であるので、河川とのつな
がりを検討しながら工夫をしていくと良い。

・河川とつながりのある指標種を検討しつつも、農林業や観光等の専門家の意見を踏ま
え、流域の自然・社会条件を踏まえた指標種の検討が必要ではないか。

・地域づくりは地域の人が主役になることが重要。検討委員会で今後検討する内容は、
地域に落とし込むことを意識して議論を進めていく必要がある。

【出席委員（敬称略）】

日本雁を保護する会 会長
呉地 正行

八戸工業大学大学院 工学研究科 教授
佐々木 幹夫

岩手大学名誉教授
平山 健一

宮城学院女子大学 現代ビジネス学部長
宮原 育子

青森県つがる市 土木課長※代理
小笠原 康人

宮城県大崎市 産業経済部長※代理
後藤 壽

（一社）東北経済連合会 交流政策グループ 交流政策部長 ※代理
菅原 秀徳

（一社）日本自動車連盟 東北本部 会員部 テレマーケティングチーム※代理
東 義久

（一社）東北観光推進機構 推進本部 本部長代理※代理
奥村 聡子

（株）河北新報社 編集局長
今野 俊宏

農林水産省東北農政局 農村振興部 農村環境課 課長 ※代理
勝部 剛

環境省東北地方環境事務所 次長 ※代理
中島 慶次

国土交通省東北地方整備局 河川部 部長
高村 裕平

平成30年度
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講演会「川からはじまる魅力ある地域づくり」平成30年度

北上川・鳴瀬川流域における河川を基軸とした生態系ネットワーク
形成に向けて、地域の財産である自然の魅力を再認識すると共に、
自然を活かした地域の魅力の高め方について考える講演会を開催。

[日 時] 平成31年2月3日（日） 15:00～17:00
[会 場] 古川商工会議所 第5研修室
[主 催] 東北生態系ネットワーク推進協議会
[参加者] １２６名 ※定員100名を上回る参加

プログラム
取組紹介

河川を基軸とした生態系ネットワーク
東北地方整備局 河川部 河川環境課

話題提供
北上川・鳴瀬川流域の自然の魅力

日本雁を保護する会会長 呉地正行氏

流域の取組報告
身近な自然を活かした六次産業化

有限会社伊豆沼農産 代表取締役 伊藤秀雄氏

世界に誇る大崎耕土、エコツーリズムの可能性
大崎市 産業経済部 世界農業遺産推進課 高橋直樹氏

総括
魅力あふれる北上川・鳴瀬川流域の実現に向けて

東北生態系ネットワーク推進協議会座長
宮城学院女子大学 現代ビジネス学部 教授 宮原育子氏

講演会開催風景

話題提供

呉地 正行 氏

伊藤 秀雄 氏

高橋 直樹 氏

宮原 育子 氏

流域の取組報告

総 括

北上川・鳴瀬川流域には良好な水辺と水田と河
川がそろっており、国内の数少ないガン類の飛来
地の中でも圧倒的に個体数が多い地域。
ガン類のねぐら拡大、分散化等のために始めら
れた「ふゆみずたんぼ」の取組みは他地域に広
がりつつあり、ふゆみずたんぼで取れた米は付加
価値をつけて販売。

伊豆沼・内沼のラムサール条約登録を契機に、
ワイズユースの理念を踏まえて、地域にあるもの
を活かした六次産業化に取り組む。
地域の特性や資源を活用した事業は、他地域
にはないオンリー・ワンになり得る。
食料と環境の豊かな農村を回遊する地域一体
型のビジネスモデルの実現を目指す。

大崎耕土の世界農業遺産への登録を目指す過
程で、農業・農村が、生産の場としてだけでなく、
生物の多様性を支える重要な場所であることを
再認識。
流域資源を守るためには、資源を活かす工夫と、
価値を共有するための仕組みづくりが重要。多
様な主体と連携して、価値の明確化と共有を
図っていきたい。

北上川・鳴瀬川流域では、生きものと共存を図
るための優れた研究や、豊かな環境を活かした
地域づくりが既に進められており、生態系ネット
ワーク形成に必要な要素が揃っている。
流域の強みを活かして、誰もが参加できるプロ
ジェクトや企業との連携の事例を参考にしながら、
川からはじまる地域づくりを考えていくことが求め
られる。
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岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会令和２年度
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▲岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会開催状況 (令和4年3月24日)

主な議事概要

● 各委員へ令和３年度のワーキンググループの開催状況や、ワーキンググループの意見を令和４年度に実証実験として試行する計画を報告。

● 取り組みにあたって、元気な若者達にワーキンググループなどへ参加をしてもらい活気溢れるよう各機関進めていく。

● 既に実施（開催）している自然観察会や物産市などのイベントとコラボの可能性を探り、地域の魅力や学びの場、伝承を見いだしていく。

● 取り組み状況を知ってもらえる（広める）ような、情報発信を考え積極的に行っていく。

● 青森県生物多様性戦略（H26.3）等の各機関の同様な取り組みと岩木川生態系ネットワークの取り組みについて方向性を合わせ進めていく。

● 東北の生態系ネットワークの代表例となるよう岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会を進めていきたい。

令和４年３月２４日（木）、令和3年度岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会を開催しました。
令和３年度の取り組み内容と、令和４年度以降の予定を共有し、各構成機関が連携を強化して活動を推進し
ていくことを確認しました。

座長

▲岩木川をフィールドに活動している方々でワーキンググループを立ち上げ（令和3年12月16日）

岩木川流域生態系ネットワーク検討委員会令和３年度

概要



以下、参考資料
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東北生態系ネットワーク推進基本計画の策定

趣旨

○東北地方の国直轄一級河川の流域における、河川を基軸とした生態系ネットワーク形成の取組みの基本
方針、目標、取組みの推進体制についてまとめたもの。

○今後、各河川の流域において、河川を基軸とした生態系ネットワーク形成の取組みを検討・推進する際の
基本的な考え方や取組みの方向性の参考となるもの。

構成

第１章 生態系ネットワークについて

第２章 計画の位置付け等

第３章 東北の河川流域の現状と課題

第４章 基本理念と基本方針

第５章 生態系ネットワーク形成に関する指標の設定

第６章 目標設定

第７章 生態系ネットワークの形成に向けた取組み

第８章 推進体制

参考資料
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 2013年　安全を持続的に確保するための今後の河川管理のあり方
             について〔答申〕　(社会資本整備審議会)

 2014年　環境行動計画
　　　　     －環境危機を乗り越え、持続可能な社会を目指す－

 2014年　国土のグランドデザイン2050～対流促進型国土の形成～

 2015年　新たな国土形成計画(全国計画)

              → 2016年　東北圏広域地方計画 ［東北地方整備局］

 2015年　第4次社会資本整備重点計画

 2012年　生物多様性国家戦略2012-2020

 2014年　生物多様性条約第5回国別報告書

 2012年　農林水産省 生物多様性戦略

 2013年　国有林野の管理経営に関する基本計画

国土交通省

環境省

農林水産省

○ 国内では2010年に名古屋市で開催された生物多様性条約第10回締約国会議

（生物多様性ＣＯＰ10）を契機に、生態系ネットワーク形成の取組が本格化。

○ 各省が策定した各種計画でも、生態系ネットワークの形成を図ることが明記されている。

■生態系ネットワーク形成に関する省庁連携

2016年度より、国土交通省・環境省・農林水産省の担当部署で構成する、生態系ネットワーク形成に関する
三省連携の会議が定期的に開催されており、情報共有や意見交換が行われている。 17

東北生態系ネットワーク推進基本計画の概要

第２章 計画の位置付け等



［参考］国土交通省の生態系ネットワーク形成の取組み

「東北圏広域地方計画※」

※平成28年3月、国土交通省 東北地方整備局 策定

「国土形成計画※」

※平成27年8月、 閣議決定

国土交通分野において、重要な環境保全施策として生態系ネットワークの形成が位置づけられた

第3章 第2節

安全・安心と経済成長を支える国土の管理と国土基盤（P.43）

第4章 戦略的目標と実現のための主要な施策（P.66）

18



［参考］国土交通省の生態系ネットワーク形成の取組み

平成30年度 水管理・国土保全局関係 概算要求概要提言『持続性ある実践的多自然川づくりに向けて』

河川を基軸とする生態系ネットワーク形成の全国的な展開を受けて、東北地方整備局管内でも取組みに着手
19



東北生態系ネットワーク推進基本計画の概要

第３章 東北の河川流域の現状と課題

現状 課題

20

• 流域の多様な自然をつないで流下する直轄12水系

• ふるさとの原風景が身近に見られる

自然環境

社会環境

• 生きもののすみかとなる水辺の減少

• 東北の豊かな自然の存在や魅力の発信力不足

• 多様な生きものの命を育む流域の水辺

• 流域の暮らしを支えた河川と舟運

• 生きものの分布の変化

• 農山漁村の担い手の高齢化・減少、荒廃化

全国的にも著名な北上川や最上川、阿武隈川等の大河川
をはじめ、豊かな自然環境を有する大小様々な河川が
多様な自然環境を形成。

各河川やその流域にある水田、ため池、湖沼等の水域が、
東北らしい景観を形づくり、多様な生きものが生息・生育。

農林水産業をはじめとする地域の人々の生産活動や、
日々の生活とのかかわりの中で長い時間をかけて育まれ
た四季折々の彩りが変化する東北の原風景。

農業地帯としての基盤の整備とともに、舟運の発達により
東北の流域の暮らしを支えてきた河川。

明治時代以降の約100年間で東北地方の湿地面積は各
県平均で約5割減少。水際への護岸整備や河道の拡幅に
よる、陸域と水域をつなぐ水際の自然の減少・消失。

ガン類の越冬地の過密化や、水辺の生物多様性の低下
に伴う上位種の生きもの分布の変化、外来生物の分布の
拡大等。

隣接する圏域と比べて、外国人観光客を含む多くの人々
に東北の自然や生きものの存在や魅力が十分に知られて
いない。

急速な人口減少・高齢化による集落の消滅や、農地や山
林の放棄増加で産業基盤を失った農林漁業の衰退。

〇生態系ネットワークの基盤となる流域の自然の現状と、人と自然との関わりについて整理



東北生態系ネットワーク推進基本計画の概要

第４章 基本理念と基本方針

基本理念

川から広げる、自然のめぐみを活かした人と生きものに選ばれる地域の実現

－ みちのくの川が育む、いのちの輪 －

〇取組みの方向性を関係者が共有するために基本理念を設定。

基本方針

生態系ネットワークの基盤となる水辺の保全・再生 …水辺の保全・再生に関すること

良好な水辺を活かした流域の魅力・価値の向上 …地域振興に関すること

基本方針 １

基本方針 ２

〇柱となる取組みを基本方針として設定。

21



東北生態系ネットワーク推進基本計画の概要

第５章 生態系ネットワーク形成に関する指標の設定

○ 河川を基軸とした生態系ネットワークの具体的な取組みを進める上で、取組みに参画する多様な主体が目標を
共有するためのシンボルとして指標種を設定することが重要となります。

○ 指標種は、生態系ネットワークの検討範囲（空間スケール）によって、行動圏の広い種から狭い種まで段階的に
設定されることが一般的です。

22

広域の生態系ネットワーク形成の指標種に求められる観点

■ 流域の豊かな水辺環境の広がりを表す
良好な水辺環境を広範囲に移動することで、流域あるいは流域を越えた東北全
域において、地域に生物資源が豊富な環境（河川、農地、水路、雑木林、森林、
湿地等）が複合的に存在することを示す。

■ 流域の豊かな水辺環境の存在を示す
水辺環境において多様な生物が生息する環境を象徴すること。地域に多様な生
物が生息できる環境があることは、人間にとっても安心・安全な環境があることを
意味する。

■ シンボル性が高く受け入れられやすい
生きものに特別な興味をもたない一般の人々の目にもとまりやすく、国民の関心
や支持が集まり、環境面のみならず農業・環境・商工等への波及効果、多面的な
地域づくりへの効果等が期待できること。

出典：内藤和明・大迫義人・池田啓(2003)
「豊岡盆地に飛来したコウノトリの行動範囲と利用環境」



東北生態系ネットワーク推進基本計画の概要

第５章 生態系ネットワーク形成に関する指標の設定

ガン類
（写真はマガン）

ハクチョウ類
（写真はオオハクチョウ）

タンチョウコウノトリ

オオセッカ
（岩木川下流域などの

ヨシ原に生息）

サケ
（各河川に分布。特に北
上川では200kmを遡上）

モクズガニ
（各河川で河口から

淡水域を移動）

シジミ
（各河川の河口の
汽水域に生息） 23

検討スケールに応じた指標種の設定

○ 指標種の設定に際しては、検討範囲に応じて、広域を対象とする指標種、地域性に着目した指標種の２つ のタ
イプを設定することが、多様な取組みを展開するうえで効果的とされています。

• 東北全域及び各流域の広範囲を対象とする際
の指標種。

• 各種の生息に適した水辺環境には希少性があ
り、豊かな水辺環境を象徴する。

• 流域を越えて移動し、流域に定着した際は河川、
水田、湖沼等の多様な環境を移動し、生態系
ネットワークの連結性を示す良いシンボルとなる。

指標種の例

指標種の例

• 地域の特有な環境に着目した指標種。

• 地域の固有性や希少性、歴史・文化、生活との
かかわりが顕著な生きものであり、地域に
おける取組みのシンボルとなる。

広域を検討対象とする指標種

地域性に着目した指標種



東北生態系ネットワーク推進基本計画の概要

第６章 目標設定

○本計画は2050年を到達目標年とする長期の計画です。
計画に基づく取組みの進捗や達成状況を段階的に把握するための中間目標年として2020年（短期目標年）、
2030年（中期目標年）を設けます。

短期目標（2020年） 〇水辺の保全・再生に必要な取組みの検討・整理

〇代表流域における連携・協働体制の整備と、取組み機運の向上

〇地域振興の取組みの検討・試行

中期目標（2030年）

到達目標（2050年）

〇代表流域における水辺の保全・再生に必要な取組みの実施・推進

〇地域振興の取組みの展開

〇各流域における持続的な生活や産業の実現

〇東北全域における、豊かさを実感できる地域の実現

24



東北生態系ネットワーク推進基本計画の概要

第７章 生態系ネットワークの形成に向けた取組み

○第４章に示した２つの基本方針に基づいて行う取組例を整理。

○各取組みの取組イメージは巻末の参考資料に補足して記載。

○各流域における具体的な取組みは、今後設置予定の検討委員会において流域ごとに検討が行われ、
その成果は、推進行動計画として取りまとめられる予定。

指標種の生息環境の保全・再生の取組み

・水際の生物多様性の向上

・本川・支川等との連続性の確保

・河川と農業用水路等との連続性の確保

・湿地環境の創出

・外来生物の分布拡大の抑制 等

流域の魅力向上を図る取組み

・自然や生きものに関する情報の収集・発信

・水辺の利活用を通じた流域の魅力向上

・水辺を活かした体験型プログラム等の企画・実施、担い手の育成

・水辺を付加価値として活かした農水産物等の開発・販売

・取組みの意義、取組状況に関する継続的な普及啓発 等

基本方針１ 生態系ネットワークの基盤となる水辺の保全・再生の取組み

基本方針２ 良好な水辺を活かした流域の魅力・価値の向上

河川区域における浅い湿地
の創出

水田における魚道の設置

水辺の生きものをテーマにしたエコツアーの開催

25



多様な主体との役割分担のイメージ

東北生態系ネットワーク推進基本計画の概要

第８章 推進体制

○東北生態系ネットワーク推進協議会の設置・開催

・基本計画の検討・策定・見直し

・本計画に基づく取組状況の把握、助言、情報の共有など

○検討委員会の設置開催

・本計画に基づいて各流域で行う具体的な取組内容、流域における取組みの指標種の設定等について、流域ごとに設置する
検討委員会において検討し、「推進行動計画」として取りまとめる。

推進体制のイメージ

東北生態系ネットワーク推進協議会

※平成29年12月14日設立

○○川流域
生態系ネットワーク検討委員会（仮称）

※検討委員会については、当面は代表流域（岩木川流域、
北上川・鳴瀬川流域）を対象に設置。地域からの要望
など、必要に応じて他の水系でも新たな検討委員会の
設置を想定。

・環境保全型農業(農法･基盤
整備)の推進

・環境ブランド産品の生産
・六次産業化の推進
・担い手育成

・地域資源を活用した観光プ
ログラムの開発･催行

・修学旅行など体験旅行の催
行（エコ、グリーンツーリ
ズム）

・インバウンド向けの情報発信

・環境ブランド産品の開発
・地域産品による「食」の開
発

・環境ブランド産品の流通
・海外など新たな顧客開発

・環境保全型産業や個人事業
者の融資、支援

・河川での生息環境整備
・農業基盤整備での環境配慮、
環境保全型農法の推進

・森里川海プロジェクト、自
然公園整備、利活用の推進

・林野、水産分野との連携

・環境保全活動
・環境教育の実践
・生物･環境調査と情報発信

・ボランティア参加
・有志によるサークル活動
・地域資源（自然、歴史等）
の調査、学習を通じた地域
の魅力の再発見と共有

・情報の発信･拡散

・生態系ネットワークに関す
る知見の蓄積、発信

・研究成果を踏まえた生態系
ネットワーク形成への助言

・子ども達の教育・学習プロ
グラム

・取組みの情報発信
・キャンペーンの展開

・生態系ネットワークの基
盤となる良好な水辺の保
全、再生、創出

・良好な水辺を活かした地
域の魅力向上

観光業

製造･加工･流通業

行 政市民団体

市民

研究者･教育機関

報道機関

農林水産業

金融機関

生態系ネットワーク
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